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Abstract: Two rudist taxa, Epidiceras speciosum

(M礼nster) and Monopleura sp. were discovered from the

allochthonous Tormosu-type limestone blocks in the

Oriai Formation of the Imaidani Group in the Shirokawa

area, Southwest Japan. The occurrence of Epidiceras

speciosum, indicating a late Kimmeridgian to early

Valanguuan age, is consistent to the previous age assign-

ment based on the occurrences of middle Kimmeridgian

to early Tithonian ammonites (Jlybonoticeras) from the

overlying Nakatsugawa Formation and the Tithonian

radiolarian assemblage of the Imaidani Group. These

limestone blocks were thus originally deposited in a

shallow marine shelf in the late Kimmeridgian-early

Tithonian, and were transported into a deeper environ-

ment of shelf slope in the early Tithonian. Monopleura

sp. from the Shirokawa area possibly represents the ear-

liest record of this genus and family. The occurrence of

Late Jurassic rudists in Torinosu-type limestone sug-

gests that rudists had already expanded globally and

that a tropical-subtropical condition prevailed in the

shallow marine shelf of East Asia, where the Torinosu-

type limestone was deposited at that time.

Key words: rudist, Torinosu-type limestone, Imaidani Group,

Oriai Formation, Kimmeridgian-Tithonian, Ehime Prefecture
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はじめに

厚歯二枚貝はジュラ紀後期に出現し白亜紀末に絶滅した,

ヒップリテス上科(Hippuritacea)を構成する二枚貝の1グ

ループである(Dechaseauxetal,1969;SkeltonandSmith,

2000).厚歯二枚貝は炭酸塩プラットフォームに生息し,当

時のテチス海域を代表する存在として熱帯-亜熱帯環境の指

標ともなっている(Kauffman,1973;Hallam,1977).
toratジュラ
紀後期一白亜紀最初期の鳥巣層群およびその相当層には造礁

生物化石を多産する石灰岩(鳥巣式石灰岩)が多数含まれる

ものの(Tamura,1961),厚歯二枚貝については高知県佐川

地域からのディセラス科(Diceratidae)の予察的な産出報

吉があるのみであった(三本ほか,1990).今回,愛媛県城
saiEax川地域の,烏巣層群相当である今井谷層群下相層最上部に含

まれる石灰岩岩塊中にディセラス科とモノプレウラ科

(Monopleuridae)の厚歯二枚貝を見出した.これらはジュ

ラ紀後期のものと判断でき,厚歯二枚貝が当時既に汎世界的

に分布を広げていたことを示すのみならず,鳥巣式石灰岩の

形成時期や異地性岩塊としての再移動などについての知見を

与えるものであり,ここに幸R合する.

地寛概説

せいよ摩歯二枚貝が発見されたのは,愛媛県西予市城川町下相,

道の駅｢きなはい屋しろかわ｣素の黒瀬川河床に露出する顧

賛岩に含まれる石灰岩岩塊である(Fig.1).下相周辺には,

鳥巣層群相当とされる今井各層群が分布しており,下部の下

相層と上部の中津川層に区分されている(中川ほか,1959;武

井･松岡,2004).下相層は泥岩および砂岩泥岩互層が卓越し

ており,一般に大型化石に乏しいが,一部に大型化石を含む

其地性岩塊が挟在する層準が存在する.一方,中津川層は顧

岩,砂岩,砂岩泥岩互層,現地性と考えられる鳥巣式石灰岩

などからなり,アンモナイトや二枚貝などの大型化石をしば

しば産する.八尾ほか(1982)は産出する放散虫化石群集の

検討に基づき,今井谷層群をジュラ紀新世後期(Tithonian)

とし,また中川ほか(1959)は中津川層からKimmeridgian

中期-Tithonian前期を示すHybonoticeras属のアンモナ

イトを報告している.

武井･松岡(2004)は下相付近の黒瀬川河床に連続的に露

出する下相層の詳細な岩相層序を報合し,其地性の含大型化

石岩塊を含む層準を基準に下部,中部,上部,最上部の4つ

に区分した.今回,厚歯二枚貝が発見されたのは下相層最上

部の厚さ約15mの廉賛岩で,石灰岩,砂岩,泥岩,砂岩泥
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Fig. 1. (a) Localities of rudists from the Torinosu-type limestones

in Southwest Japan, (b) Map showing the rudist loc亜ty (×) in the

Shirokawa area. 1: 25,000 scale topographic map `t)oi published

by the Geographical Survey Institute of Japan.

岩互層および凝灰岩からなる大小様々な岩塊を多量に含む.

石灰岩岩塊は直径数cmから2 m程度の大きさがあり,灰色

から灰黒色を室し,涯青質で,シグリスの刺,サンゴ,層孔

虫および二枚貝などの化石を含むなど,いわゆる鳥巣式石灰

岩の特徴を持ち,元来は陸棚域において形成されたものと考

えられる.武井･松岡(2004)は,下相層は斜面域の堆積盆

に堆積したもので,そこに,陸棚域の堆積物が崩壊して,異

地性岩塊として供給されていることを明らかにした.

城川産厚歯二枚且の産状と帰属

本産地において少なくとも4点の石灰岩岩塊に厚歯二枚貝

を確認した.このうち2点は長径十数cmの岩塊に摩歯二枚

貝の破片が含まれるものであり,ここでは,顧賛岩上半部に

含まれる,比較的大きな2点の石灰岩岩塊(以T,岩塊A,B)

について述べる.岩塊Aは観察できる範囲で104 cmX 61

cm x 46 cmの大きさを持つ灰色の石灰岩岩塊で,厚数で大

型の二枚貝(以T,二枚貝a) 1点,群体の大きさ10-20cm

の板状のサンゴのほか,多数の小型の二枚貝(以T,二枚貝

b)を含む(Fig. 2.a).なお, A,B以外の岩塊に含まれる厚

歯二枚貝は破片ではあるが二枚貝aの可能性がある.岩塊B

は観察できる範囲で78 cmX 112 cmX37 cmの大きさを

持つ暗灰色の石灰岩岩塊で合弁の二枚貝bが密集するが,数

cmの大きさのサンゴも含む.コップ状あるいは円筒状の断

面を持つ二枚貝bが10 -数10個体並んで産する部分があ

り,これらの二枚貝bの成長方向は,殻内に形成されたジオ

ペタル構造が示す上位とほぼ一致し,ある個体の上に別個体

が固着して成長するものが認められるなど,自生的産状が保

存されているものと考えられる(Fig.2.c).なお,ジオペタ

ル構造が示す石灰岩堆積時の水平方向は下相層の一般走向と

著しく斜交しており,石灰岩の固結,ジオペタル構造の形成

後に石灰岩体の破壊,移動が生じたことを示す.

次に二枚貝aとbの帰属について検討する.厚歯二枚貝の

分類についてはSkeltonらによる最近の見直しに従う

(skelton, 1999, 2003; Skelton and Smith, 2000).進化過程

の初期(Oxfordian中頃-Valanginian中頃‥ Skelton (2003)

のDiceratid Phase)の厚歯二枚貝にはディセラス科5属,
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レクイエニア科(Requieniidae) 2属,モノプレウラ科1属

があり,このうちディセラス科のDicerasとValletta,お

よびモノプレウラ科は一般に右殻が左殻より大きく,一方,

デイセラス科のEpidicerasとPlesiodiceras, Heレ

erodiceras,およびレクイエニア科は左殻がより大きく,そ

れぞれ大きな殻で固着する.岩石中から個体を取り出せない

ため,本論文では,露頭において貝の断面に観察できる,歯

やmyophore (殻の閉殻筋付着部に認められる構造),殻の巻

き方,個体のサイズなどの特徴を,上記の属のものと比較す

ることにより同定を試みた.

岩塊Aの二枚貝aは殻の一部が失われた合弁個体で,

commissureの中央付近を前後方向に,ほぼ垂直に切った断

面として観察でき,断面でのcommissureのTfL径は約12

cm,不等殻で,再結晶を受けた内層のほか,一部に方解石

稜柱層からなる外層が認められる(Fig. 2.b). Myophoreの

突起(pm in Fig. 2.b)が両方の殻に1か所ずつ認められる

が,突起は蝶番部から独立し,そのすぐ下を通る.大きな殻

では,突起の反対側にmyophoreの膨らみ(amin Fig. 2.b)

が認められる.不等殻と貝殻構造(外層の存在)から二枚貝

aは塵歯二枚貝と判断される.この個体が持つmyophoreの

突起の特徴はディセラス科の原始的な2属Dicerasと

Epidicerasのみに認められるものだが,この個体の大きさ

はEpidicerasの層序学的に若い種に特徴的で, Dicerasに

は匹敵する大きさのものがない.個体のサイズとmyophore

部の発達様式がEpidiceras属中でも後期の種である

Epidiceras speciosum (Minister)に類似することから,

二枚貝aはE. speciosumと判断される.

二枚貝bはcommissureの直径が1-3 cm,著しい不等

殻で,やや巻いた殻を持つ(Fig. 2.c, 2.e).大きな殻の殻預

が著しくねじれ　殻T善部がcommissureを延長した面近くに

まで達する個体がある.露頭において,合弁個体の,殻を前

後方向に切り,かつ突出した両殻の歯を通った断面(Fig.

2.d),合弁個体の,ねじれた大きな殻の殻頂付近と歯を通っ

た断面(Fig. 2.e),大きな(下)殻のcommissure直下をほ

ぼ水平方向に切った断面(Fig. 2.f)などが観察でき,同定に

役立つ.殻の-部に厚さ1-2 mmの外層が観察できること

がある(Fig.2.e).蝶番部には,大きな(下)数に1奉の,

小さな(上)殻にほぼ同じ大きさで2本の突出した歯を持つ

(Fig. 2.d).どの個体にも,喋番部から独立した｢後方に位

置する(posterior) myophoreの突起｣が観察されないこと

から, myophoreは蝶番部の延長部に存在する(myophoral

shelf)と考えられる(Fig. 2.JO.不等殻と貝殻構造(外層の

存在)から二枚貝bは厚歯二枚貝と判断される.

二枚貝bは,大きな殻の殻預がcommissureの面から離れ

る,ほどけた巻き方をする点(Gourrat et al., 200.3)でレク

イエニア科から,独立した後方に位置するmyophoreの突起

を欠く点でのicerasとEpidicerasから区別できる.残るデ

イセラス科3属のうち, HeterodicerasとPlesiodiceras

は,小さな殻(右殻)の2本の歯のうち,後方に位置する歯

が前方に位置する歯よりも著しく大きく,広い面積を占める

点で, Vallettaは,小さな殻(左殻)の2本の歯のうち,前
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Fig. 2. 0ccu甘ences of Late Jurassic rudists in the limestone blocks in the Shirokawa area. RV: right valve; LV: left valve; am: anterior

myophore; pm: posterior myophore; 1 : tooth; a: anterior side; p: posterior side, (a) Limestone block A with a large individual ofEpidiceras

speciosum (Munster) and much smaller individuals ofMonopleura sp. (b) Epidiceras spe-ciosum (enlarged image of Fig. 2.a). Anterior

and posterior myophores are observed in the section. A控ow indicates partly-preserved outer layer of the shell, (c) autochthonous occu控ence

of Monopleura sp. (limestone block B). Arrow indicates upward direction based on geopetal structures, (d) Antero-posterior section

through cardinal part ofMonopleura sp. Two subequal teeth in the left valve and a tooth in the right valve are identified, (e) Section tl甘ough

both valves ofMonopleura sp. (limestone block B). Tooth on photograph represents tooth of right valve, and tooth in the drawing represents

tooth of left valve. A甘ow indicates partly-preserved outer layer of the shell. Note a geopetal structure inside the left valve, (f) Cardinal and

myophoral parts of two right valves of Mono-pleura sp. (limestone block B). Adapical view. Note that anterior tooth of left valves remains in
the socket of right valves.

方に位置する歯が後方に位置する歯よりも著しく大きい点

で,二枚貝bとは異なっている.一方,モノプレウラ科の

Monopleuraは小さな殻(左殻)にほぼ同じ大きさの2本

の歯を有し,個体の大きさやmyophore部の発達様式にも

矛盾がないことから,二枚貝bはMonopleuraと判断され

る. Monopleura属には多数の種が提唱されており,今後

整理が必要と考えられるため,ここではMonopleura sp.と

するにとどめる.なお, Monopleura属はValanginian以

降には汎世界的に産し,これ以前の産出記録はウクライナ･

クリミア半島のTithonian後期とBerriasianの2種のみで

ある(Yanin, 1975; Skelton, 1985).したがって,城川地域

からのMonopleura sp.の産出はこの属およびモノプレウラ

科の最初期の記録である可能性があり,今後の更なる研究が

期待される.

考　　　　　察

城川地域の含厚歯二枚貝石灰岩は其地性岩塊として産する

ことから,石灰岩の堆積年代は主に石灰岩岩塊から得られる

情報に基づいて決める必要がある　Epidiceras speciosum

は,フランスからウクライナのKimmeridgian後期-
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Valanginian前期の地層から報吾されている(例えば, Skel-

ton, 1999, 2003). -方,武井･松岡(2004)により指摘さ

れた様に,含厚歯二枚貝石灰岩岩塊の混在時期は,下相層お

よび上位の中津川層からの放散虫化石群集(八尾ほか, 1982)

とアンモナイト化石(中川ほか, 1959)に基づきTithonian

前期と考えられる.したがって,含厚歯二枚貝石灰岩の堆積

年代はKimmeridgian後期-Tithonian前期に限定され　そ

の後, Tithonian前期までの間に石灰岩の固結,崩壊および

再移動が起こったものと推定できる.最近,石灰岩体から得

られた微化石の検討により,鳥巣式石灰岩にはジュラ紀中世,

ジュラ紀新世一白亜紀最初期,白亜紀古世など,様々な時期

に形成されたものがあることが明らかになったが(例えば,

石田, 2006; Iba and Sano, 2007),城川地域の含厚歯二枚貝

石灰岩はKimmeridgian後期-Tithonian前期に形成された

鳥巣式石灰岩の存在を示す.これは,城川地域の今井谷層群

中津川層に発達する烏巣式石灰岩よりも一時代古い年代の石

灰岩を代表するものである.

鳥巣式石灰岩からのジュラ紀後期の塵歯二枚貝の産出は,

マレーシア･サラワクのバウ(Bau)石灰岩(Lau, 1973;

Skelton, 1985)の産出記録とともに,これまで研究の空白

域であったテチス海東部地域における初期の厚歯二枚貝につ

いての情報を与えるものであり,摩歯二枚貝が出場から間も

ない時期,遅くともKimmeridgian後期-Tithonian前期に

は既に汎世界的に分布を広げていたことを示す.また, Hal-

lam (1977)はジュラ紀二枚貝の属ごとの分布の検討から厚

歯二枚貝をテチス区の温暖環境を代表する要素として位置づ

けており,ジュラ紀後期には,鳥巣式石灰岩の堆積した浅海

域が熱帯-亜熱帯環境にあったことが強く示唆される.

お　わ　リ　に

愛媛県城川地域および高知県佐川地域のほか,大分県四浦

半島の津井層中の鳥巣式石灰岩中にもEpidiceras specios-

umの密集層が確認でき,厚歯二枚貝は烏巣式石灰岩に普遍

的に含まれる可能性がある.秩父累帯南帯に分布する含二枚

貝浅海成石灰岩として三畳紀のメガロドン石灰岩が注目され

てきたが(Tamura, 1983),厚歯二枚貝も厚数の特徴を共有

するので,メガロドン石灰岩と誤認された鳥巣式石灰岩が存

在する可能性がある.厚歯二枚貝は断面からでも科や属が同

定できる場合があり, Oxfordian中頃の出現以降,しばしば

属や科の入れ替わりが生じていることから(Skelton, 2003),

時代決定が困難な浅海成石灰岩への生層序学的な応用の可能

性がある.ちなみに,メガロドン頚と厚歯二枚貝類は後者の

みが方解石稜柱層の外層を持つ点で区別できる(Skelton

and Smith, 2000).今後,石灰岩中の塵歯二枚貝を認識する

ことにより,鳥巣式石灰岩形成時の古生物地理や堆積環境の

議論だけでなく,石灰岩の形成年代の推定や秩父累帯南帯に

おける地層の識別や認定にも貢献することが期待される.
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